
「学校運営協議会」を設置している学校

伊丹市 ： 令和2年度に小・中・高等・特別支援学校 全27校に設置を完了

～学校運営協議会と地域学校協働活動の一体的推進～ 令和4年(2022年)5月

本件問い合わせ先 :  伊丹市教育委員会事務局学校指導課
Tel 072-780-3534 Fax 072-784-8083 E-mail gakkyou@itami.ed.jp

１

４ コミュニティ・スクールのセカンドステージ

１ コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）とは
① 学校運営協議会の「質の向上」

① 情報交換の場の設定
(情報交換、実践発表)

・｢推進協議会｣(年２回、対象：各会長）

・｢拡大推進協議会｣(年１回、対象：各会長、管理職）

・｢CSディレクター研修会｣(年1回）

② 研修の場の設定(実践発表、講話等)

・「コミュニティ・スクール研修会」（年1回）

・「コミュニティ・スクールフォーラム」（年1回）

③ アンケートの実施や指導主事の参加等
による実態把握及び課題検証

（1）目 標

４

（２）学校運営協議会の充実

① 学校教育目標の達成を目指す

PDCAサイクルの構築

○ 「熟議・協議」の充実
・協議・熟議の目的や方向性の共通理解

・わかりやすい資料の作成や資料の精選

・事前の資料提供、内容の焦点化・明確化

・委員全員が意見を言える場の設定

○ 取組に対する評価・課題改善の工夫
・学校評価やアンケート結果等の客観的なデータ

・取組の成果やさらなる課題改善に向けた協議

・授業参観等における現状把握

○ 教職員との連携・交流・意識改革
・支援→協働へとつながる関係づくり、意識改革

・学習活動や合同研修会での交流

② ｢学校運営協議会｣ と｢地域学校協働活動｣の一体的な推進

○ 校長が作成する学校運営の基本方針を承認すること

○ 学校運営への必要な支援に関する協議を行うこと

○ 学校運営について、教育委員会又は校長に意見を述べることができること

○ 教職員の任用に関して、教育委員会で定める事項（※1）について意見を述べることができること

学校運営協議会の4つの機能

※1 採用・昇任・転任について、個人を特定することはできない

２ なぜコミュニティ・スクールなのか

② 委員が「やりがい」を感じられる

協議会への転換

○ 「チーム学校」の一員として
・教職員への紹介、学校要覧やＨＰへの掲載

・教職員への「学校運営協議会」の役割や取組

の紹介

○ 委員の達成感、自己有用感の醸成
・一人ひとりが活発に思いを語れる協議会

・協議や取組の成果の適切なフィードバック

伊丹市教育委員会

学力・体力の向上
主体性の向上
カリキュラムマネジメント（体験活動の充実等）
学習環境の改善・充実
教員の業務改善

学習支援・教育活動補助
カリキュラムとの関連づけ
学校と地域（PTA）の役割分担 etc…

評価

解決策
の実践

共有・協議・熟議

学校教育目標
の達成

解決策
の決定

地域・保護者・学校

共有
協議
熟議 新たな

課題

現状

課題

達成感
やりがい
感謝

成果

学校関係者評価 → 次年度の経営方針
具体的な工夫・改善方法の検討

→次年度の取組目標や方向性

学校教育目標

③ 「地域学校協働活動」との一体的推進

○ 地域と学校を繋ぐ体制の構築
・学校運営協議会に「地域学校協働推進員」を配置

・学校支援ボランティアとの効果的な連携

【各学校運営協議会の取組】

【伊丹市教育委員会の取組】

人口減少の進行

児童虐待の増加

貧困問題の深刻化 グローバル化の進展
地域社会のつながりや支え合いの希薄化

急速な情報化・DX化

子供たちの規範意識や
社会性等の課題

新型コロナウイルス感染症

子どもを取り巻く環境

主体的･対話的で深い学び

ＳＮＳトラブル

教職員の多忙化

ＧＩＧＡスクール

個別最適な学び

いじめ・不登校

学校を取り巻く環境

子どもたちが変化の激しい社会を生き抜く資質・能力を育成するために・・・

学校と地域が連携・協働して子どもを支える体制が必要

地域とともにある学校づくり 学校を核とした地域づくり

★ 特色ある学校づくり ★ 開かれた教育課程 ★ 地域住民の生きがいの創出



＜学習支援について＞ ＜学校生活・生活指導について＞

＜教職員との連携・支援＞ ＜学校運営協議会について＞

３ 伊丹市のコミュニティ・スクールの現状

（2）学校運営協議会アンケートより

【会長アンケートより】

●「課題と感じていること」 【自由記述欄より】

【校長アンケートより】

３２

（1）各学校協議会の取組例

・九九などの学習支援
・体験活動への協力
・土曜学習の充実
・委員による授業参観
・学力向上に向けた熟議

・校則・制服の見直し
・不登校生への関わり
・SNSトラブルなどの協議
・清掃活動の補助
・健康観察への協力

・合同研修会の実施
・委員と教職員との意見交流
・学校評価を踏まえた協議
・教職員の負担軽減
（学習支援・環境整備等）

・事前アンケートやオンライン
を活用した会議の効率化

・校長、会長等による事前の打
ち合せ（協議テーマを絞る）

・資料の精選、事前送付

＜成 果＞

【会長アンケートより】 【校長アンケートより】

＜課 題＞

＜会長アンケートより＞

① 会議のあり方、進め方

（開催頻度、方法等）

② 教職員との交流・連携

③ 人材確保、人材育成

その他

・情報発信

・他の団体や校種間の連携内連携

・子どもたちへの支援体制の構築

等

＜校長アンケートより＞

①教職員と委員の交流、

協働体制の構築

②協議内容の充実

委員等の人材確保

その他

・情報発信 ・日程調整が難しい

・教職員の意識改革

・校種間連携、ブロック内連携

等

・ 令和3年度に「熟議・協議」の充実を重点目標とした結果、会長・校長ともに、会議のあり方
や協議内容の充実に課題を感じるようになった。

・ 教職員との交流、連携については、これまでも課題として挙がっている。

⇒これまでの取組を継続し、さらなる発展を目指す

●実施時期 令和3年11月末～12月中旬
●対 象 各学校運営協議会会長（２７協議会）、各小・中・高等特別支援学校長（２７校）

（３）伊丹市における「学校運営協議会」と「地域学校協働活動」の一体的推進


